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 要　　旨
 e­Learningは、学校から企業に至るまで活用される傾向が強くなっている。
 e­Learningを活かすことにより、教育サービス、教育機能をより効率に動かすことができて、教育
機関だけではなく学習者の方も最大のメリットをうけることができる。e­Learning の学習形態には
大きく個別学習と協調学習がある。非同期型の学習形態であり、時間と場所を自由に支配しながら学
習を行い、情報を獲得する個別学習において、他の学習者との即時の情報共有、意見交換が不可能で
あり、学習の進みにくいや進捗が遅いという状況が発生しやすいの不健全な要素を持っている。また、
e­Learning のもう一つの形態である協調学習は独立で行う個別学習に比べて、複数の学習者で構成
され、学習者間での意見交換、競合、交渉、合意形成等が想定され、外部からの知識獲得だけではなく、
学習者自身での知識やスキルの定着、発見が行われる。そのなかで、コンピュータを用いて協調学習
を支援する CSCL(Computer Supported Collaborative Learning)の役割がおおきくになり、いろ
いろ研究が行われている。また、学習者間の相互作用が効率に行えるために、学習システムの他にも、
学習者を有効に集めて協調学習を行うことも重要な課題になっている。
　本研究では、IRS分析を用いて学習者の知識構造によるグループ構成方法を提案する。テストの解
答結果を IRS分析することによって、学習者が解答した問題についての分析が可能になる。即ち、学
習者の間で注意してほしい知識分野にたいして把握することができ、学習者への指導が可能である。
また、CSCLによる学習状態では学習者の要注意知識分野を抽出して、学習者に課題を提示すること
で、学習者同士で課題を解決するように取り込むことが期待される。
　学習者間でのコミュニケーションをもっと活かして、お互いに情報共有、意見交換を効率的に行え
ることを目的として、本研究で提案したこのグループ構成は知識把握方面から類似している学習者
同士のなかでおこなわれるため、学習者同士内の要注意知識分野が似ている以外に、課題への解決に
も知識の応用性や活用性が最大限に活かすのではないかと考えている。
　本研究で提案した手法を評価するために留学生 19人を被験者として同期型のチャットシステム
を利用して協調学習の実験を行った。実験のから得られら学習者の質疑数や課題解答数から、提案グ
ループGAでは協調学習を通じて、プリテストで誤答した問題について教えたり、教わったりするこ
とがおこなって、また教わった方の学習者がポストテストで同じ関係知識について正答したけっか
をえた。そこで、知識構造によるグループ構成の有効性を確認できた。しかし、提案グループGBと比
較グループGCの間では効果を得られなくて、協調学習の結果はあきらかではなかった。
